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ババンンココクク会会議議のの概概要要	
	


３３つつのの特特別別作作業業部部会会ののイインンフフォォーーママルル会会合合のの開開催催 
　　　　（（ドドーーハハCOP18（（11/26-12/7)へへ向向けけたた準準備備会会合合でで、、非非公公式式会会合合とといいうう位位置置づづけけ）） 
 
　　１１））ダダーーババンン・・ププララッットトフフォォーームム作作業業部部会会（（ADP1））第第1回回目目のの続続きき 
　　　　　　＝＝2015年年にに採採択択予予定定のの2020年年以以降降のの新新ししいい枠枠組組みみににつついいてて 
　　２２））第第17回回京京都都議議定定書書特特別別作作業業部部会会(AWGKP17) 
　　　　　　＝＝2013年年以以降降のの京京都都議議定定書書のの第第2約約束束期期間間ににつついいてて 
　　３３））第第15回回気気候候変変動動枠枠組組みみ条条約約作作業業部部会会(AWGLCA15)	
	

　　　　　　＝＝2020年年ままででのの取取りり組組みみをを中中心心ととすするる諸諸論論点点ににつついいてて 
 
主主ななポポイインントト 
 
　　　　・・よよううややくく2020年年以以降降枠枠組組みみのの中中身身のの議議論論ががははじじままっったた。。 
　　　　・・  2度度未未満満目目標標にに足足りりなないい削削減減量量ををどどうう埋埋めめるるかかのの議議論論はは行行わわれれてていいるるがが、、 
　　　　　　　　焦焦点点はは二二つつにに分分けけらられれるる「「衡衡平平性性」」ーー①①削削減減努努力力のの分分担担、、②②資資金金・・技技術術援援助助 
　　　　・・  AWGLCAがが2012年年にに終終了了ででききるるかかどどううかかををめめぐぐっってて議議論論がが紛紛糾糾 
　　　　・・  イインンフフォォーーママルルなな議議長長ノノーートトややササママリリーーががままととめめらられれたたがが、、交交渉渉文文書書ででははなないい 
　　　　・・　　COP18にに向向けけてて閣閣僚僚級級会会合合ななどどのの提提案案	
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１）2020年年まで
京都議定書第2約束期間 （AWGKP)＋カンクン合意（AWGLCA）

２）2020年年後
ダーバンプラットフォーム作業部会（ADP）にて2015年年に採択
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2010年年COP16	
  

カカンンククンン合合意意ののおおささららいい 
	


【主な内容】	
  
  アメリカを含む先進国による削減自主目標の公表	


  中国など主な途上国のほとんどが削減自主行動を国
際的に公表	


  アメリカ・途上国の削減量を国際的に算定・報告・検
証する仕組み（MRV,ICA,	
  IAR)の立ち上げを決定	


  途上国の削減行動・適応を資金的・技術的に援助す
る仕組みGreen	
  Climate	
  Fund(GCF)・Climate	
  
Technology	
  Center	
  (CTC）などの立ち上げと実行	
  
  次期枠組みが法的拘束力を持つかどうかは、先送り	




カンクン合意に提出している各国の2020年の目標	
  
日本の90年比25％も含まれる	




2度未満に抑えるには程遠い目標・・・	


（出所）Climate Action Tracker (http://www.climateactiontracker.org/) 	


2100年年ににはは、、2.9度度かからら4.4度度のの
気気温温上上昇昇がが予予測測さされれるる。。	
	




（出所）  IEA　2011 World Energy Outlook 2011. IEA.	


直直ちちにに行行動動ししなないいとと 
手手遅遅れれににななっっててししままうう	
	


すすででにに２２００３３５５年年
ままででにに許許容容さされれ

るる量量のの4/5はは 
すすででにに固固定定化化	
	


２２００１１７７年年ままでで対対策策がが遅遅れれるるとと、、
そそのの時時点点のの導導入入イインンフフララでですす

べべてて排排出出	
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１) 京都議定書第2約束期間　（EUが他の主要国の
新法的枠組み参加を条件に受け入れ）	


２) すべての国を対象とする法的枠組みを2015年に
採択（2020年以降に発効）	


３) 緑の気候基金（GCF）＝途上国の緩和・適応・技
術援助に必要な資金の運営機関	


４) カンクン合意（測定・報告・検証制度(MRV)や適応
など）の実施	


2011年年COP17 

ダダーーババンン・・パパッッケケーージジののおおささららいい	




ダーバンの最重要なポイント 
削減量を引き上げていくべき	


２０１１年１２月ＣＯＰ１７「ダーバンパッケージ」 
「1.５度/２度未満に抑えるに必要な削減量と、現実の削減

目標には大きな差があるため、削減量を引上げるべき」 
　　　　　　　　　　 
２０１２年５月ボン会合と8月のバンコク会合で、 
　削減量を引き上げる議論が続いている。 

ところが、先進国と途上国が、責任分担と資金・技
術援助を巡って深刻に対立・・・・・ 



ババンンココクク会会合合：：途途上上国国はは、、先先進進国国にに対対ししてて温温暖暖化化へへのの責責任任とと、、
途途上上国国のの削削減減努努力力・・適適応応へへのの支支援援をを強強くく要要求求	
	


1.5度度未未満満をを達達成成すす
るる目目標標へへのの引引上上げげ
をを訴訴ええるる島島国国ののググ
ルルーーププ	
	


鋭鋭くく先先進進国国をを追追求求すするる途途
上上国国ググルルーーププ代代表表アアルル
ジジェェリリアア	
	


途途上上国国のの削削減減努努力力へへ
のの支支援援をを重重要要視視すするる
アアフフリリカカ諸諸国国	
	


Photos©IISD	




先先進進国国はは、、自自ららのの削削減減目目標標のの引引上上げげはは消消極極的的だだがが、、 
途途上上国国へへはは応応分分のの削削減減負負担担をを求求めめるる 

交交渉渉ににはは後後ろろ向向ききなな
アアメメリリカカ	
	


一一人人京京都都
議議定定書書にに残残
るるEUだだがが、、
苦苦戦戦をを強強いい
らられれるる	
	


京京都都議議定定書書参参加加
のの有有無無ををままだだ天天秤秤
ににかかけけてていいるる豪豪	
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A)  2度度未未満満（（1.5度度未未満満））にに抑抑ええるるたためめにに、、各各国国のの目目標標深深堀堀りりすするるププロロセセスス	
  
　　　　→→　　①①2020年年のの削削減減目目標標とと、、②②2020年年以以降降のの枠枠組組みみ中中のの二二つつ 

B)　新新枠枠組組みみのの法法的的形形式式がが何何ににななるるかか 
a.  トトッッププダダウウンン形形式式（（京京都都議議定定書書方方式式））	
	

　　　　　　法法的的拘拘束束力力ののああるる削削減減目目標標をを各各国国がが国国際際交交渉渉でで決決めめてていいくく	
  
b.	
  	
  	
  ププレレッッジジアアンンドドレレビビュューー形形式式（（カカンンククンン合合意意方方式式））	
	

　　　　　　各各国国がが自自主主的的なな削削減減目目標標をを公公表表ししてて、、国国際際的的にに検検証証ししてていいくく	
  

	
  
C)　　新新枠枠組組みみのの中中身身ががどどののよよううににななるるののかか	
  

a.  目目標標のの形形はは？？共共通通だだがが差差異異ああるる責責任任原原則則ををいいかかにに反反映映ししてて、、先先進進国国とと
途途上上国国のの削削減減目目標標にに差差ををつつけけるるののかか？？（（衡衡平平性性)	
  

b.  途途上上国国のの削削減減努努力力をを支支援援すするるたためめのの資資金金とと技技術術援援助助のの仕仕組組みみををいいかか
にに進進めめてていいくくかか（（衡衡平平性性)	
  

　　ポポスストト2020年年のの温温暖暖化化条条約約をを形形作作るる議議論論　　 
ADP（（ダダーーババンンププララッットトフフォォーームム作作業業部部会会））ににおおいいてて2015年年にに採採択択さされれるる 
新新枠枠組組みみにに向向けけててのの議議論論 
	
	




バンコク会議におけるADP議論	


2012年年ははままだだ交交渉渉ににはは至至ららなないいたためめ、、ララウウンンドドテテーーブブルル方方式式でで、、自自由由にに意意見見出出しし。。 
 
 
u 作作業業スストトリリーームム１１：：ADPへへののビビジジョョンン（（2020年年以以降降のの将将来来枠枠組組みみににつついいてて）） 
　　　　　　　　　　　　　　Decision1/CP.17 para 2-6  　　 

ü  　　 国国別別のの事事情情ととはは？？ 
ü  　　すすべべててのの国国をを対対象象ににすするるととはは？？ 
ü  　　条条約約のの原原則則（（共共通通だだがが差差異異ああるる責責任任、、つつままりり”衡衡平平性性”））ををいいかかにに反反映映すするるかか？？ 

 
u 作作業業スストトリリーームム２２：：アアンンビビシショョンン（（2020年年にに向向けけてて野野心心（（各各国国のの削削減減努努力力））のの引引上上げげににつつ
いいてて））     Decision1/CP.17 para 7-8 

　　　　　　1.5/2度度未未満満をを達達成成すするるたためめにに必必要要なな削削減減量量ととのの差差ををいいかかにに埋埋めめるるかか 
ü  　　途途上上国国側側：：先先進進国国のの削削減減量量引引上上げげとと、、削削減減目目標標達達成成遵遵守守のの仕仕組組みみのの主主張張 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　途途上上国国のの削削減減行行動動へへのの資資金金とと技技術術援援助助がが不不可可欠欠とと強強調調（（““衡衡平平性性””）） 
ü  　　先先進進国国側側：：国国連連以以外外のの取取りり組組みみのの認認定定とと強強化化、、途途上上国国でで削削減減目目標標をを出出ししてていいなな

いい国国へへのの提提出出要要請請、、CO2以以外外ののガガスス削削減減努努力力ななどど 
 
u “衡衡平平性性”ににつついいてて、、ももうう一一つつ議議論論のの場場がが設設定定さされれてていいたたがが、、上上記記二二つつのの作作業業スストトリリーームム
ででもも、、衡衡平平性性ににつついいててのの議議論論がが展展開開さされれたたたためめ、、中中止止さされれたた。。 
	
	




先先進進国国とと途途上上国国がが、、二二つつのの責責任任分分担担をを巡巡っってて対対立立のの構構図図 
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ババンンココクク会会議議のの主主ななポポイインントト 
 
・・よよううややくく2020年年以以降降枠枠組組みみのの中中
身身のの議議論論ががははじじままっったた。。 
・・  2度度未未満満目目標標にに足足りりなないい削削減減量量をを
どどうう埋埋めめるるかかのの議議論論はは行行わわれれてていい
るるがが、、「「衡衡平平性性」」ををめめぐぐっってて対対立立 
  ・・AWGLCAがが2012年年にに終終了了でできき
るるかかどどううかかををめめぐぐっってて議議論論がが紛紛糾糾 
・・  イインンフフォォーーママルルなな議議長長ノノーートトややササ
ママリリーーががままととめめらられれたたがが、、交交渉渉文文書書
ででははなないい 
・・　　COP18にに向向けけてて、、閣閣僚僚級級ララウウンン
ドドテテーーブブルルややササブブミミッッシショョンンななどどのの
提提案案	

	


““衡衡平平性性””議議論論 
１１．．削削減減努努力力のの分分担担 
２２．．途途上上国国のの削削減減努努力力とと適適応応へへのの資資金金・・技技術術援援助助 



そそのの中中でで、、わわがが日日本本はは？？ 

京京都都議議定定書書のの第第2約約束束期期間間にに目目標標をを持持たたなないいここととをを宣宣言言ししててかからら、、
交交渉渉へへのの影影響響力力がが低低下下 
 
ババンンココクク会会議議でではは、、二二国国間間オオフフセセッットト制制度度ののみみ熱熱心心にに発発言言 
 
世世界界がが削削減減量量のの引引上上げげをを交交渉渉でで模模索索ししてていいるる中中、、 
日日本本がが中中期期目目標標のの大大幅幅なな引引きき下下げげをを発発表表すするるとと 
国国際際交交渉渉へへのの著著ししいい悪悪影影響響がが予予想想さされれるる。。 
 
日日本本のの取取るるべべきき道道はは？？？？？？	
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